
入 札 公 告

次のとおり一般競争入札に付します。
なお、本入札に係る落札及び契約締結は、平成２８年度予算が成立し、本業務に係る

予算示達がなされることを条件とするものです。

平成２８年２月１９日

支出負担行為担当官
沖縄防衛局長 井上 一徳

１ 業務内容等
(1) 業 務 名 嘉手納飛行場における航空機の運用実態調査（目視調査）業務
(2) 業務内容 嘉手納飛行場で離着陸等を行う航空機について、双眼鏡やカメラ等を使

用した目視により離着陸等調査を行う。
(3) 履行期間 契約締結日から平成２９年３月３０日まで

２ 競争参加資格
(1) 予算決算及び会計令(昭和22年勅令第165号。以下｢予決令｣という。)第70条及び第7
1条の規定に該当しない者であること。

(2) 平成25･26･27年度防衛省所管の競争参加資格（全省庁統一資格）において、資格の
種類が「役務の提供等」でＡ、Ｂ又はＣのいずれかの格付けを受け、九州・沖縄地域
に競争参加資格を有する者であること。

(3) 契約担当官等から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

３ 入札手続等
(1) 担当部局

〒904-0295 沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納290-9
沖縄防衛局総務部会計課会計係 電話 098-921-8181（133）

(2) 入札説明書等の交付期間等
平成２８年２月１９日（金）から平成２８年３月７日(月)まで（行政機関の休日

を除く ）の毎日、午前９時から午後５時まで(ただし、正午から午後１時までの間。
を除く。)、担当部局にて上記２(2)に掲げる競争参加資格の格付けを受けている者
又は取得見込者に対し交付する。

(3) 入札及び開札の日時等
平成２８年３月８日(火) 午前10時30分 沖縄防衛局 ２階 会議室

４ その他
(1) 入札保証金及び契約保証金 免除。
(2) 入札の無効 本公告に示した競争参加資格のない者のした入札及び入札に関する条
件に違反した入札は無効とする。

(3) 落札者の決定方法 予決令第79条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範
囲内で最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。

(4) 契約書作成の要否 要。
(5) 関連情報を入手するための照会窓口 上記３(1)に同じ。
(6) 詳細は入札説明書による。
(7) 都道府県警察から暴力団関係業者として防衛省が発注する工事等から排除するよう
要請があり、当該状態が継続している有資格業者については、競争参加を認めない。



入 札 説 明 書

１ 公告日 平成２８年２月１９日

２ 契約担当官等 支出負担行為担当官 沖縄防衛局長 井上 一徳
〒904-0295 沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納290-9

３ 調達内容等
(1) 業 務 名 嘉手納飛行場における航空機の運用実態調査（目視調査）業務
(2) 業務内容 嘉手納飛行場で離着陸等を行う航空機について、双眼鏡やカメラ等を

使用した目視により離着陸等調査を行う。
(3) 履行期間 契約締結日から平成２９年３月３０日まで

４ 競争参加資格
(1) 予算決算及び会計令(昭和22年勅令第165号。以下｢予決令｣という。)第70条及び
第71条の規定に該当しない者であること。

(2) 平成25･26･27年度防衛省所管の競争参加資格（全省庁統一資格）において、資格
の種類が「役務の提供等」でＡ、Ｂ又はＣのいずれかの格付けを受け、九州・沖縄
地域に競争参加資格を有する者であること。

(3) 契約担当官等から取引停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

５ 競争資格の確認等
(1) ４(2)に掲げる資格を確認できる書類（資格審査結果通知書写し）を入札日の前
日（行政機関の休日を除く ）までに提出すること。。
当該書類は、持参又は郵送によるものとし、電送によるものは受け付けない。な

お、郵送による場合は、提出期限までに必着のこととし、電話等による確認を行う
こと。

(2) 競争資格に関する問い合わせ先
〒904-0295 沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納290-9
沖縄防衛局総務部会計課会計係 電話 098-921-8181（133）

FAX 098-921-8166

６ 入札説明書等に対する質問
(1) 入札説明書及び仕様書等に対して質問がある場合は、書面（様式は自由）により
次に従い提出すること。
・提出期限 平成２８年２月１９日(金)から平成２８年３月４日(金)まで（行政機

関の休日を除く ）の毎日、午前９時から午後５時まで。ただし、正午か。
ら午後１時までの間を除く。

・提出場所 ５(2)に同じ
・提出方法 書面は、郵送若しくは電送又は持参によるものとする。なお、郵送に

よる場合は、提出期限までに必着のこととし、電送の場合は電話等によ
る確認を行うこと。

(2) (1)の質問に対する回答は、書面にて行うとともに、次のとおり閲覧に供する。
・期 間 平成２８年２月１９日(金)から平成２８年３月７日(月)まで
・場 所 ５(2)に同じ

７ 入札執行の日時及び場所等



・日 時 平成２８年３月８日(火) 午前10時30分
・場 所 沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納290-9 沖縄防衛局 ２階 会議室
・方 法 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に、当該金額の100分

の８に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があると
きは、その端数金額を切り捨てた金額）をもって落札価格とするので、
入札者は消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者で
あるかを問わず、見積もった契約希望金額の108分の100に相当する金額
を入札書に記載すること。
入札参加者は、入札心得書様式２により入札書を作成し、入札者の氏

名を表記した封筒に入れて封緘のうえ、提出しなければならない。
なお、入札執行回数は、原則として２回を限度とする。

８ 入札保証金及び契約保証金 免除。

９ 開 札 開札は、７に掲げる日時及び場所において、入札者又はその代理人を立ち
会わせて行う。

10 入札の無効
(1) 次に掲げる入札は無効とする。
ア 本公告において示した競争参加資格のない者のした入札。
イ 本説明書及び入札心得書において示した条件等に違反した入札。
ウ 入札時点において４に掲げる資格のない者のした入札。

、 。(2) (1)の無効の入札を行った者を落札者としていた場合には 落札決定を取り消す

11 落札者の決定方法
予決令第79条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最低の価格を

もって有効な入札を行った者を落札者とする。ただし、落札者となるべき者の入札価
格によっては、その者により当該契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあ
ると認められるとき、又はその者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこ
ととなるおそれがあって著しく不適当であると認められるときは、予定価格の制限の
範囲内の価格をもって入札した他の者のうち最低の価格をもって入札した者を落札者
とすることがある。

12 契約書作成の要否等
別冊契約書案により、契約書を作成するものとする。

13 関連情報の窓口 ５(2)に同じ。

14 適用する契約条項
(1) 別冊契約書（案）各条項
(2) 談合等の不正行為に関する特約条項
(3) 債権譲渡禁止特約の部分的解除のための特約条項
（4） 暴力団排除に関する特約条項

15 その他
(1) 入札・契約の手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に
限る。

(2) 入札参加者は、入札心得書等を熟読するとともに遵守すること。



表紙共３１枚

仕 様 書

業務の名称：嘉手納飛行場における航空機の運用実態調査（目視調査）業務

平成２８年３月

沖縄防衛局



仕様書

１ 業務の名称

嘉手納飛行場における航空機の運用実態調査（目視調査）業務

２ 業務の目的
本業務は、嘉手納飛行場で離着陸等を行う航空機について、双眼鏡やカメラ等を使用

した目視による離着陸等調査を行い、同飛行場における航空機の運用実態の把握に資す

ることを目的とする。

３ 適用の範囲

本仕様書は、沖縄防衛局が行う「嘉手納飛行場における航空機の運用実態調査（目視
調査）業務」の契約について適用する。

４ 履行場所

沖縄防衛局（沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納２９０番地９）ほか

５ 履行期間
契約締結日から平成２９年３月３０日まで

６ 目視調査の内容

(1) 調査方法

ア 嘉手納飛行場で離着陸等を行う航空機について、双眼鏡やカメラ等を使用して、

当該航空機を確認する度に飛行態様（離陸、着陸、タッチ・アンド・ゴー、旋回及
び通過）、機種及びテイルコード等を確認するとともに、飛行態様の写真撮影を行

う。

また、併せて確認したテイルコード等を基に、嘉手納飛行場所属の航空機（以下

「常駐機」という。）又は常駐機以外の航空機（以下「外来機」という。）のいず

れであるかを判別する。なお、常駐機は別表１のとおりとする。

イ 嘉手納飛行場でエンジン調整や前記アに示す飛行態様以外の運用（ヘリのホバリ
ングなど）を行う航空機について、当該航空機を確認する度に態様及び機種等を確

認するとともに、写真撮影を行う。ただし、エンジン調整の写真撮影は不要とする。

(2) 調査期間及び時間帯

契約締結日から平成２９年３月３０日までの毎日、午前６時から午後６時までと

する。

(3) 観測場所
観測場所は、沖縄防衛局庁舎（沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納２９０番地９）及

び道の駅かでな（沖縄県中頭郡嘉手納町字屋良１０２６番地３）等の２箇所とする。

なお、観測場所は、監督官（契約書に規定する者をいう。以下同じ。）と協議の上

変更することができる。

(4) 調査拠点

調査拠点は、原則として沖縄防衛局庁舎とする。当該拠点においては、双眼鏡や
カメラのほか、撮影した写真生データ（２週間分以上）を保管したパーソナルコン

ピュータ、カラープリンタ、ＵＳＢメモリ及び調査表（当該月及び前月）の写しを

置くこと。また、写真生データ及び調査表（写）は、各日とも午前６時から正午、

正午から午後６時のそれぞれの時間帯の調査終了後、観測場所２箇所分を速やかに

保管するものとし、常時確認できる状態にしておくこと。

(5) 調査項目



ア 前記６(1)アの調査記録として、調査表（別紙様式１）に次の各調査項目（６(3)

に示す道の駅かでな等においては、①、②、③、④及び⑦のみ）を、離着陸等を

確認する度に記入する。

① 飛行態様（離陸、着陸、タッチ・アンド・ゴー、旋回及び通過）
② 機種

③ 飛行時刻

④ 飛行方向

⑤ 使用滑走路

⑥ テイルコード等（常駐機、外来機の判別に必要不可欠な情報や機体番号な

どを含む。）
⑦ その他、航空機の運用実態の把握に必要となるもの

イ 前記６(1)イの調査記録として、前記アの調査表に次の各調査項目をエンジン調

整や前記６(1)アに示す飛行態様以外の運用（ヘリのホバリングなど）を行う航空

機を確認する度に記入する。

① 運用種別等（エンジン調整等）

② 確認時刻
③ 機種

④ 滑走路の場所等（別図に示す番号を記載する。）

⑤ 排気ガス臭の有無（エンジン調整の場合）

⑥ その他、航空機の運用実態の把握に必要となるもの

(6) 調査に使用する主な機材

調査に使用する主な機材は、次のとおりとする。
① 沖縄防衛局庁舎

・双眼鏡

・デジタル一眼レフカメラ（レンズは、焦点距離３００ｍｍから８００ｍｍま

での範囲を変えることができるズームレンズを使用する。）

・パーソナルコンピュータ

・カラープリンタ
・その他、調査に必要となるもの

② 道の駅かでな等

・双眼鏡

・デジタル一眼レフカメラ（レンズは、焦点距離１００ｍｍから４００ｍｍま

での範囲を変えることができるズームレンズを使用する。）

・その他、調査に必要となるもの

７ 打合せ

(1) 打合せは次の時期に行う。

業務開始時及び業務完了時

(2) 打合せの内容については、その都度、受託者（本業務の実施に関し、委託者と委

託契約を締結した者をいう。以下同じ。）が書面（打合せ・協議記録簿）に記録し、
相互に確認する。

８ 業務実施計画書の作成

(1) 受託者は、契約締結後速やかに業務実施計画書を作成し、監督官に提出する。

(2) 業務実施計画書には、次の事項について記載する。

① 業務概要
② 実施方針（調査方法を含む。）

③ 業務工程（成果品の提出時期のほか打合せ時期を含む。）

④ 業務組織計画（連絡体制及び調査員名簿を含む。）



⑤ 成果品の内容、部数

⑥ 使用する主な図書及び参考資料（在日米軍等の公式ホームページ等）

⑦ 使用する主な機材

⑧ その他必要となるもの
(3) 受託者は、業務実施計画書の内容を変更する場合は、理由を明確にしたうえで、

その都度、監督官に変更業務計画書を提出する。

(4) 監督官が指示した事項については、受託者がさらに詳細な業務実施計画に係る資

料を提出する。

９ 調査結果の提出
受託者は、本業務が終了したときは、別表２に示す成果品を提出する。

１０ その他

(1) 受託者は、本仕様書を熟読するとともに、あらかじめ嘉手納飛行場の運用状況の

把握に努めること。

(2) 受託者は、本業務の履行に当たっては、在日米軍等の公式ホームページに掲載さ
れている航空機の運用に関する情報を収集するなど、調査の正確さには万全を期す

こと。

(3) 受託者は、観測場所において、他の利用者等に影響がないよう調査を実施するこ

と。

(4) 受託者は、監督官等から調査表や写真等の提出の指示を受けた場合には、当該監

督官等の指示する時刻までに当該写真等を提出すること。また、写真生データの提
出指示を受けた場合には、受託者が用意したＵＳＢメモリ等によりデータを速やか

に提出すること。

なお、受託者は、当該指示を受けてから、沖縄防衛局庁舎においては１５分以内、

道の駅かでな等においては６０分以内にそれぞれ提出できる態勢を整えること。

(5) 受託者は、日本語以外で書かれた文献等（米軍公式ホームページ等を含む。）を

基に提出書類を作成した場合、監督官の指示の有無にかかわらず、提出書類と併せ
て当該文献等と当該文献等の日本語訳を提出すること。

(6) 受託者は、着陸した航空機に緊急車両等が集まるなど通常とは異なる事態を確認

した場合は、当局環境対策室へ速やかに連絡すること。

(7) 受託者は、本業務の履行に当たっては、受託者として当然要求されるところの注

意義務をもって、円滑かつ適正な処理を行うこと。

(8) 受託者は、本仕様書に明記されていない事項であっても、業務実施上当然要求さ
れる事項については、受託者の負担において実施すること。

(9) 受託者は、本仕様書に明記されていない事項であっても、嘉手納飛行場の航空機

の運用実態の把握に必要となる事項について、監督官の指示があった場合は、その

指示に従うこと。

(10) 受託者は、提出書類（成果品を含む。）について、あらかじめ監督官と協議する

ものとし、作成過程においては、その都度、監督官の確認を受けること。
(11) 受託者は、委託契約の履行において再委託を行う場合には、あらかじめ再委託す

る相手方の住所・氏名、再委託を行う業務の範囲、再委託の必要性及び契約予定金

額について記載した書面を提出し、委託者の承諾を得ること。なお、再委託する相

手方の業務及び再委託を行う業務の範囲を変更する場合も同様とする。

(12) 受託者は、委託契約の履行において再委託の承諾を受けた場合には、再委託の相

手方及び再委託の相手方が再々委託を行うなど複数の段階で再委託が行われるとき
は、当該複数の段階の再委託の相手方の住所・氏名及び再委託を行う業種の範囲を

記載した書面を委託者に提出すること。なお、当該書面の記載内容に変更が生じた

場合も同様とする。



(13) 受託者は、業務関係書類等の作成等を行うパソコンについては、情報の流出につ

いて万全を期すために、ファイル交換ソフトをインストールしていないものを使用

すること。また、定期的にウイルス検査を実施し、常に正常な状態を保つこと。な

お、業務関係書類等とは、業務実施計画書のほか本業務で作成する書類の一切を含
むものとする。

(14) 受託者は、本業務の実施に当たり知り得た事項について、第三者に漏らしてはな

らない。本業務の完了後も、また、同様とする。

(15) 受託者は、委託者から貸与された資料について、目的以外には使用せず、本業務

完了後速やかに返却すること。

(16) 受託者は、本業務の実施に際し、疑義が生じた場合は、監督官と協議の上、監督
官の指示に従うこと。この場合、速やかに指示事項を書面にした上、監督官の承認

を得ること。

以 上



別表１

嘉手納飛行場の常駐機について

嘉手納飛行場の常駐機と考えられる航空機は、次のとおり。

機種名 用 途 軍種別

Ｆ－１５ 戦闘機 空軍

ＫＣ－１３５ 空中給油機 空軍

Ｅ－３ 早期警戒管制機 空軍

ＭＣ－１３０Ｈ 特殊戦機 空軍

ＭＣ－１３０Ｐ 特殊戦機 空軍

ＨＨ－６０ 救難ヘリコプター 空軍

ＲＣ－１３５ 電子偵察機 空軍

Ｐ－３Ｃ 対潜哨戒機 海軍

ＵＣ－１２ 輸送連絡機 海軍

Ｐ－８Ａ 海洋哨戒機 海軍

ＥＰ－３ 電子偵察機 海軍

小型軽飛行機
軍用機以外の小型軽飛行機

－
（調査表に記載する機種名は「セスナ機」とする）



別表２

１ 各日の調査終了後に提出する書類

成果品 内 容 提出期限 提出部数

①調査結果速 調査日当日の調査表（別紙様式１） 各日の調査終了後 別紙様式２－

報 を基に航空機の離着陸等状況を整理 （午後８時までに提 １，２－２，

したもの 出できる状態にす ２－３，２－

る。） ４

各１部

２ 各月の調査終了後に提出する書類

成果品 内 容 提出期限 提出部数

②調査表 日ごとの調査記録（観測場所２箇所 調査月の翌月１０日。 別紙様式１

分） ３月分については平 各１部

（原本または謄本（原本証明したも 成２８年３月３１日

の））

③総括表 成果品④を基に各区分、各機種ごと 別紙様式３，

等に離着陸等回数を集計したもの ４

各１部

④離着陸等状 成果品②の内容を整理したもの 別紙様式５－

況表 １，５－２

各１部

⑤写真集 成果品④の内容に従い、撮影した写 別紙様式６

真をまとめたもの １部

⑥報告書（各 成果品④を各区分、各機種ごと等に １部

月版） 離着陸等回数の各月の集計結果

・集計する内容

常駐機及び外来機別

飛行形態別

機種別

飛行方向別

使用滑走路別

時間帯別

曜日別

・添付資料

当該月に確認された外来機の写

真集（各機種１枚）



⑦電子データ 成果品③、④、⑤、⑥の電子データ 電子媒体(ＤＶ

及び当該ＰＤＦ形式(ISO32000-1)の Ｄ等)一式

電子データ

撮影した写真の全データ(ＪＰＧ形式

で６００×４００ピクセル程度)の電

子データ（データは、撮影日ごとに

整理し、撮影場所が識別できように

する。）

３ ３月の調査終了後に提出する書類

成果品 内 容 提出期限 提出部数

⑧報告書（年 成果品④を各区分、各機種ごと等に 平成２８年３月３１ １部

度版） 離着陸等回数の年度の集計結果 日

・集計する内容

常駐機及び外来機別

飛行形態別

機種別

飛行方向別

使用滑走路別

時間帯別

曜日別

・添付資料

確認された外来機の写真集（各

機種１枚）

⑨電子データ 成果品⑧の電子データ及び当該ＰＤ 電子媒体(ＤＶ

Ｆ形式の電子データ Ｄ等)一式

注：電子データは、Microsoft Office 2007で読み書きできる形式で保存すること。



別図



別　紙　様　式



別紙様式１

風　向

時刻 機　種 飛行方向 テイルコード等

1

屋   　    砂

2

屋   　    砂

3

屋   　    砂

4

屋   　    砂

5
屋   　    砂

6

屋   　    砂

7

屋   　    砂

8

屋   　    砂

9

屋   　    砂

10
屋   　    砂

11

屋   　    砂

12

屋   　    砂

13

屋   　    砂

14

屋   　    砂

15
屋   　    砂

16

屋   　    砂

17

屋   　    砂

18

屋   　    砂

19

屋   　    砂

20
屋   　    砂

21

屋   　    砂

22

屋   　    砂

23

屋   　    砂

24

屋   　    砂

25

屋   　    砂

    /

南・北

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

　　８　集計等のために必要な情報及び記号等を記載することは妨げない。

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

南・北

南・北

南・北

南・北

　　３　「ＴＧ（タッチ・アンド・ゴー）」とは、着陸と同様な態勢で滑走路に進入し、車輪を滑走路に接触させた後、直ちに離陸する場合を示す。

　　４　「通過」とは、飛行場上空を進路を変えることなく飛行する場合を示し、「旋回」とは、飛行場上空を進路を変えながら飛行する場合を示す。

　　６　使用滑走路は、二本の滑走路間の中間付近から北側での飛行を確認した場合は「北」、南側での飛行を確認した場合は「南」とする。

　　５　飛行方向は、飛行場の北東側（県道７４号線方面）から南西側（国道５８号線方面）への飛行を確認した場合は、「屋→砂」、その逆は「屋←砂」とする。

　　７　航空機のエンジン調整を感知した場合には、時刻欄に感知開始時刻、その他欄に「エンジン始（　）」と記載し、（　）内にはエンジン調整場所（駐機場番

　　　イルコード等欄に「不可」と記入する。

離・着・ＴＧ・通・旋

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

南・北

南・北

南・北

南・北

その他飛行態様

離・着・ＴＧ・通・旋 南・北

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

離・着・ＴＧ・通・旋

嘉手納飛行場航空機離着陸等状況調査表（目視調査）

　　　　　年（平成　　年）　　　月　　　日（　　　）

時間帯　　　時台　　　天気（　　　）記録（　　 　　　 　　　　　）写真（　　　　　　　  　　　）

　　　号）及び航空機排気ガス臭を感知した場合には「有」、感知しなかった場合には「無」をそれぞれ記入する。

離・着・ＴＧ・通・旋

注：１　嘉手納飛行場で離着陸等を行う航空機を確認する度に、当該確認時刻、機種等を記入する。なお、調査表は１時間帯ごとに分けること。

　　２　機種が不明の場合（「機種不明」という。）は、機種欄に「不明」と記入する。また、テイルコード等が確認できない場合（「目視不可」という。）は、テ

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常駐・外来・
目視不可・機種不明

常・外・目・機

使用
滑走路



別紙様式２－１

２　離着陸等回数（一日の集計）

離陸 着陸 ＴＧ 通過 旋回 計

戦闘機

戦闘機以外

戦闘機

戦闘機以外

戦闘機

戦闘機以外

戦闘機

戦闘機以外

３　添付書類

①　機種別離着陸等回数集計表

②　戦闘機離着陸状況表

③　ＲＣ－１３５等に係る航空機離着陸状況表

嘉手納飛行場航空機目視調査結果（速報）

１　調査日時：平成　　　年　　　月　　　日（　　　　）　午前　　時～午後　　時

常駐機

外来機

合　　　計

機種不明

目視不可

判別
困難

小　計

小 　計

注：２　「機種不明」とは、機種が確認できない場合を示す。
注：３　「判別不能」とは、機種またはテイルコード等が確認できず、常駐機と外来機の判別が不可能な場合

種別

注：１　「目視不可」とは、常駐機と同型の機種において、テイルコード等が確認できない場合を示す。

　　　　を示す。
注：４　「ＴＧ（タッチ・アンド・ゴー）」とは、着陸と同様な態勢で滑走路に進入し、車輪を滑走路に接触させた後
注：３　直ちに離陸する場合を示す。
注：５　「通過」とは、飛行場上空を進路を変えることなく飛行する場合を示す。
注：６　「旋回」とは、飛行場上空を進路を変えながら飛行する場合を示す。



別紙様式２－２

平成　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）

（常駐機）

No. 機種名 離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

（外来機）

No. 機種名 離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

（目視不可）

No. 機種名 離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

（機種不明）

離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

（合計）

離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

機種別離着陸等回数集計表（速報）

合計（回数）

常駐機計（回数）

外来機計（回数）

目視不可計（回数）

機種不明計（回数）



別紙様式２－３　

　　　　　　年（平成　　　　年）　　　月　　　日（　　　）

離陸 着陸 離陸 着陸 離陸 着陸 離陸 着陸

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

：

合計

戦闘機離着陸状況表（速報）

　　　機種

時刻

Ｆ－１５



別紙様式２－４

　　　　　　年（平成　　　　年）　　　月　　　日（　　　）

駐機状況（午前６時現在）　　　　駐機有り（　　　　　機）　　・　　駐機無し

機　　種

テイルコード
機体番号

離着陸状況

時刻
テイルコード
機体番号

離着陸状況 方向 備考

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

駐機状況（午後６時現在）　　　　駐機有り（　　　　　機）　　・　　駐機無し

機　　種

テイルコード
機体番号

※対象機種：ＲＣ－１３５(コブラ・ボール)，ＷＣ－１３５（コンスタント・フェニックス），ＶＣ－１０

ＲＣ－１３５等に係る航空機離着陸状況表（速報）



別紙様式３

○嘉手納常駐機および外来機等　計 ○嘉手納常駐機および外来機等（戦闘機のみ）　計

離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

計 計

１日当たり
平均

１日当たり
平均

注：日本の祝日または米国の休日がある月は、当該祝日等がわかるように表記すること。

日時
常　　駐　　機 外　　来　　機 機　種　不　明

嘉手納飛行場航空機目視調査総括表（平成○○年○○月）

目　視　不　可
日時

計 常　　駐　　機 外　　来　　機 目　視　不　可 計



別紙様式４

○嘉手納飛行場常駐機

離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

　月　日
(　)

計

１日当たり
平均

は戦闘機。 は回転翼機。

注：１　外来機及び目視不可についても、別様で同様に作成する。
注：２　日本の祝日または米国の休日がある月は、当該祝日等がわかるように表記すること。

機種名機種名

嘉手納飛行場航空機目視調査機種別総括表（平成○○年○月）

機種名 機種名 小計機種名機種名 機種名
日時

機種名 機種名機種名



別紙様式５－１

№ 日付 時刻 曜日 祝日（日本） 祝日（米国） 常駐・外来 種別 機種 飛行態様 飛行方向 使用滑走路 テイルコード 機体番号 フィンバンド等 所属基地 所属部隊 写真番号 その他

注：１　必要に応じて項目を追加することができる。

注：２　種別は、航空機の主な用途ごとに分類すること。（例：(戦)闘機、(輸)送機等）

注：３　祝日（日本）欄には、当該日付が日本の祝日である場合に、「○」を記入する。

注：４　祝日（米国）欄には、当該日付が米国の祝日である場合に、「○」を記入する。この場合、米国の祝日はナショナルホリデーとする。

嘉手納飛行場航空機目視調査離着陸等状況表（平成○○年○○月）



別紙様式５－２

日付 時刻 曜日 祝日（日本） 祝日（米国） 運用種別等 機種 滑走路等の場所等 その他

注：２　祝日（日本）欄には、当該日付が日本の祝日である場合に、「○」を記入する。

注：３　祝日（米国）欄には、当該日付が米国の祝日である場合に、「○」を記入する。この場合、米国の祝日

注：３　はナショナルホリデーとする。

嘉手納飛行場航空機目視調査離着陸等状況表（平成○○年○○月）

注：１　必要に応じて項目を追加することができる。



別紙様式６

　　　年(平成　　年) 　　月　日

写真貼付

写真貼付

写真貼付 テイルコード

所　　属

常駐/外来

行　　動

時　　間

機種名

嘉手納飛行場航空機目視調査写真集

注： １　写真は、日付順及び時刻順に貼付する。

時　　間

機種名

テイルコード

所　　属

常駐/外来

行　　動

２　各写真は、航空機の機種が判別可能な写真とする。
３　各写真の４隅のいずれかに撮影日時を表示する。

機種名

時　　間

テイルコード

所　　属

常駐/外来

行　　動



注：１　様式１及び様式２は、手書きでの作成となる。
　 　２　表記する時刻は、２４時間表記とする。
　 　３　本記載例は一例であり、提出書類全体の統一がとれていればよいものとする。

別紙様式の記載例 



別紙様式１

風　向

時刻 機　種 飛行方向 テイルコード等

1
０２  Ｐ－３Ｃ 屋   　    砂 ＬＮ ０１２

2
０３  Ｆ－１５ 屋   　    砂 ＺＺ １２３　青

3
０６  Ｆ－１５ 屋   　    砂 ＺＺ　　　　青

4
０６  Ｆ－１５ 屋   　    砂 不可

5
１０  Ｆ－１５ 屋   　    砂 ＺＺ ４５６　赤

6
１４  不明 屋   　    砂 不可

7
１５  ＨＨ－６０ 屋   　    砂 不可

8
１７  セスナ 屋   　    砂 ＺＺ　Ｎ１２３４

9
２０  ＨＨ－６０ 屋   　    砂 ＺＺ ５４３２１

10
２３  ＦＡ－１８ 屋   　    砂 ＤＴ ００

11
２４  ＦＡ－１８ 屋   　    砂 ＤＴ ０１

12
３８  ＡＶ－８ 屋   　    砂 ＷＦ ０６

13
３９  ＡＶ－８ 屋   　    砂 ＷＦ ０７

14
４０  Ｆ－１５ 屋   　    砂 ＺＺ ００７　青

15
４０  Ｆ－１５ 屋   　    砂 ＺＺ ０３３　青

16
４１  Ｐ－３Ｃ 屋   　    砂 なし ００２

17
４２  ＭＣ－１３０Ｐ 屋   　    砂 なし １２３４５

18
４３  Ｆ－１５ 屋   　    砂 ＺＺ ３１２　青

19
４４  セスナ 屋   　    砂 ＺＺ　Ｎ１２３５

20
４５  セスナ 屋   　    砂 ＺＺ　Ｎ１２３６

21
４６  ＲＣ－１３５ 屋   　    砂 ＯＦ １１２　黒

22
５１  ＲＣ－１３５ 屋   　    砂 ＯＦ １１２　黒

23
５５  旅客機 屋   　    砂 Ｎ３１２４５

24
５８  ＫＣ－１３５ 屋   　    砂 ＺＺ ２２３

25
５９  ＭＣ－１３０Ｐ 屋   　    砂 なし １２３４６

嘉手納飛行場航空機離着陸等状況調査表（目視調査）

　２０１５　年（平成　２７　年）　　４　月　XX　日（　火　）

時間帯　８　時台　　　天気（　はれ　）記録（　　　　（氏名）　　　　）写真（　　　　（氏名）　　　　）

注：５　号）及び航空機排気ガス臭を感知した場合には「有」、感知しなかった場合には「無」をそれぞれ記入する。

離・着・ＴＧ・通・旋

注：１　嘉手納飛行場で離着陸等を行う航空機を確認する度に、当該確認時刻、機種等を記入する。なお、調査表は１時間帯ごとに分けること。

注：２　機種が不明の場合（「機種不明」という。）は、機種欄に「不明」と記入する。また、テイルコード等が確認できない場合（「目視不可」という。）は、テ

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常駐・外来・
目視不可・機種不明

常・外・目・機

北東

使用
滑走路

０１４２

その他飛行態様

離・着・ＴＧ・通・旋 南・北 ０１２３

０１２６

０１２７

０１３１

０１３５

０１３８

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

ｴﾝｼﾞﾝ始（５無）

０１４０

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

０１４６

０１５１

垂直　０１５３　

垂直　０１５６

　　０１５８

　　０１６０

０１６７

０１６２

０１６４

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

南・北

南・北

南・北

０１７０

ｴﾝｼﾞﾝ始（３無）

０１６８

南・北

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

０１８０

０１７８

注：８　集計等のために必要な情報及び記号等を記載することは妨げない。

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

０１７３

０１７６

南・北

南・北

南・北

南・北

　　３　「ＴＧ（タッチ・アンド・ゴー）」とは、着陸と同様な態勢で滑走路に進入し、車輪を滑走路に接触させた後、直ちに離陸する場合を示す。

　　４　「通過」とは、飛行場上空を進路を変えることなく飛行する場合を示し、「旋回」とは、飛行場上空を進路を変えながら飛行する場合を示す。

　　６　使用滑走路は、二本の滑走路間の中間付近から北側での飛行を確認した場合は「北」、南側での飛行を確認した場合は「南」とする。

　　５　飛行方向は、飛行場の北東側（県道７４号線方面）から南西側（国道５８号線方面）への飛行を確認した場合は、「屋→砂」、その逆は「屋←砂」とする。

注：７　航空機のエンジン調整を感知した場合には、時刻欄に感知開始時刻、その他欄に「エンジン始（　）」と記載し、（　）内にはエンジン調整場所（駐機場番

　　　イルコード等欄に「不可」と記入する。

 ３/１２

南・北

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

南・北

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

離・着・ＴＧ・通・旋

常・外・目・機

常・外・目・機

常・外・目・機

同
時



別紙様式２－１

２　離着陸等回数（一日の集計）

離陸 着陸 ＴＧ 通過 旋回 計

32 31 20 10 14 107

戦闘機 10 10 3 11 34
戦闘機以外 22 21 20 7 3 73

8 7 4 3 22

戦闘機 5 5 3 13
戦闘機以外 3 2 4 9

40 38 20 14 17 129

戦闘機 15 15 3 14 47
戦闘機以外 25 23 20 11 3 82

2 2

戦闘機 2 2
戦闘機以外

1 1

3 3

40 38 20 14 20 132

３　添付書類

①　機種別離着陸等回数集計表 添付しない場合は、二本線で抹消

②　戦闘機離着陸状況表

③　ＲＣ－１３５等に係る航空機離着陸状況表

小 　計

注：２　「機種不明」とは、機種が確認できない場合を示す。
注：３　「判別不能」とは、機種またはテイルコード等が確認できず、常駐機と外来機の判別が不可能な場合

種別

注：１　「目視不可」とは、常駐機と同型の機種において、テイルコード等が確認できない場合を示す。

　　　　を示す。
注：４　「ＴＧ（タッチ・アンド・ゴー）」とは、着陸と同様な態勢で滑走路に進入し、車輪を滑走路に接触させた後
注：３　直ちに離陸する場合を示す。
注：５　「通過」とは、飛行場上空を進路を変えることなく飛行する場合を示す。
注：６　「旋回」とは、飛行場上空を進路を変えながら飛行する場合を示す。

嘉手納飛行場航空機目視調査結果（速報）

１　調査日時：平成　２７　年　４　月　XX　日（　火　）　午前　６　時～午後　６　時

常駐機

外来機

合　　　計

機種不明

目視不可

判別
困難

小　計



別紙様式２－２

平成　２７　年　４　月　XX　日（　火　）

（常駐機）

No. 機種名 離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

1 Ｆ－１５ 10 10 3 11 34
2 ＫＣ－１３５ 2 2 2 6
3 ＭＣ－１３０Ｐ 2 2 3 7
4 Ｐ－３Ｃ 10 9 10 7 36
5 ＨＨ－６０ 4 4 8
6 セスナ 4 4 8 16

32 31 20 10 14 107

（外来機）

No. 機種名 離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

1 ＦＡ－１８ 3 3 3 9
2 ＡＶ－８ 2 2 4
3 ＫＣ－１３５ 2 1 4 7
4 ＲＣ－１３５ 1 1
5 ＡＨ－１ 1 1

8 7 4 3 22

（目視不可）

No. 機種名 離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

1 Ｆ－１５ 2 2

2 2
（機種不明）

離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

1 1
（合計）

離陸 着陸 TG 通過 旋回 合計

40 38 20 14 20 132

機種別離着陸等回数集計表（速報）

合計（回数）

常駐機計（回数）

外来機計（回数）

目視不可計（回数）

機種不明計（回数）



別紙様式２－３　

　２０１５　年（平成　２７　年）　４　月　XX　日（　火　）

離陸 着陸 離陸 着陸 離陸 着陸 離陸 着陸

０７：０５ ＺＺ １２３

０７：５３ ＺＺ ００９

０７：５４ ＺＺ ００２

０８：０３ ＺＺ １２３

０８：１０ ＺＺ ４５６

０８：２３ ＤＴ ００

０８：２４ ＤＴ ０１

０８：３８ ＷＦ ０６

０８：３９ ＷＦ ０７

０８：４０ ＺＺ ００７

０８：４０ ＺＺ ０３３

０８：４３ ＺＺ ３１２

０９：０１ ＺＺ ００２

０９：０２ ＺＺ ００９

０９：４０ ＺＺ ３１２

０９：４３ ＺＺ ４５６

０９：４５ ＺＺ ００７

０９：４６ ＺＺ ０３３

：

：

：

合計 XX XX XX XX XX XX

戦闘機離着陸状況表（速報）

　　　機種

時刻

Ｆ－１５ ＦＡ－１８ ＡＶ－８

時同

直垂



別紙様式２－４

　　　　　　２０１５年（平成　２７　年）　４　月　XX　日（　火　）

駐機状況（午前６時現在）　　　　駐機有り（　　　１　機）　　・　　駐機無し

機　　種 ＲＣ－１３５

テイルコード
機体番号 ＯＦ １２３

離着陸状況

時刻
テイルコード
機体番号

離着陸状況 方向 備考

１１：１８ ＯＦ １２３ 離　・　着 屋良　－　砂辺

１５：３９ ＯＦ １２３ 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

： 離　・　着 屋良　－　砂辺

駐機状況（午後６時現在）　　　　駐機有り（　　　１　機）　　・　　駐機無し

機　　種 ＲＣ－１３５

テイルコード
機体番号 ＯＦ １２３

※対象機種：ＲＣ－１３５(コブラ・ボール)，ＷＣ－１３５（コンスタント・フェニックス），ＶＣ－１０

ＲＣ－１３５等に係る航空機離着陸状況表（速報）



別紙様式３

○嘉手納常駐機および外来機等　計 ○嘉手納常駐機および外来機等（戦闘機のみ）　計

離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(月)

４月XX日
(火)

32 31 20 10 14 107 8 7 4 3 22 2 2 1 1 40 38 20 14 20 132
４月XX日

(火)
10 10 3 11 34 5 5 3 13 2 2 15 15 0 3 16 49

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(水)

計 XXX XXX XXX XXX XXX XXXX XXX XXX XXX XXX XXX XXXX X X X X X XX X X X X X X XXXX XXX XXX XXX XXX XXXX 計 XXX XXX XXX XXX XXX XXX XX XX XX XX XX XX X X X X X X XXX XXX XXX XXX XXX XXX

１日当たり
平均

XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X
１日当たり

平均
XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X

○日本の祝日
  ・４月２９日（水）昭和の日

常　　駐　　機 外　　来　　機 目　視　不　可 計
日時

計

嘉手納飛行場航空機目視調査総括表（平成２７年４月）

目　視　不　可
日時

常　　駐　　機 外　　来　　機 機　種　不　明



別紙様式４

○嘉手納飛行場常駐機

離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計 離陸 着陸 TG 通過 旋回 小計

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

４月XX日
(火)

10 10 3 11 34 7 6 8 1 22 1 1 2 1 1 2 1 5 1 1 1 2 5 1 1 1 1 4 8 8 16 1 1 5 7 1 1 2 1 1 8 10 32 31 20 10 14 107

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

XX月XX日
(木)

XX月XX日
(金)

XX月XX日
(土)

XX月XX日
(日)

XX月XX日
(月)

XX月XX日
(火)

XX月XX日
(水)

計 XXX XXX XXX XXX XXX XXX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XX XXX XXX XXX XXX XXX XXXX

１日当たり
平均

X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X X.X X.X X.X X.X X.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X XX.X

は戦闘機。 は回転翼機。

○日本の祝日
  ・４月２９日（水）昭和の日

ＫＣ－１３５

（空中給油機）

Ｆ－１５

（制空戦闘機）

嘉手納飛行場航空機目視調査機種別総括表（平成２７年４月）

ＵＣ－１２

（軽輸送・連絡機）

セスナ機

（軽飛行機）
小計

ＨＨ－６０

（救難ヘリコプター）

Ｅ－３

（空中警戒管制機）

Ｐ－３Ｃ

（対潜哨戒機）日時

ＲＣ－１３５

（電子偵察機）

ＭＣ－１３０Ｐ

（特殊戦機）

ＭＣ－１３０Ｈ

（特殊戦機）



別紙様式５－１

№ 日付 時刻 曜日
祝日

（日本）
祝日

（米国）
常駐
・外来

種別 機種
飛行
態様

飛行
方向

使用
滑走
路

テイルコード 機体番号 フィンバンド等 所属基地 所属部隊 写真番号 その他

･･･

･･･

･･･

021 2015年4月XX日 8:02 火 常駐 対潜哨戒機 Ｐ－３Ｃ 離陸 屋←砂 北 ＬＮ 012 ○○海軍基地 第○対潜哨戒飛行隊 0123

022 2015年4月XX日 8:03 火 常駐 制空戦闘機 Ｆ－１５ 着陸 屋←砂 北 ＺＺ 123 青 嘉手納基地 第１８航空団第４４戦闘飛行隊 0126

023 2015年4月XX日 8:06 火 常駐 制空戦闘機 Ｆ－１５ 旋回 屋←砂 北 ＺＺ 目視不可 青 嘉手納基地 第１８航空団第４４戦闘飛行隊 0127 左回り

024 2015年4月XX日 8:06 火 目視不可 制空戦闘機 Ｆ－１５ 旋回 屋←砂 南 目視不可 目視不可 不明 不明 0131 左回り

025 2015年4月XX日 8:10 火 常駐 制空戦闘機 Ｆ－１５ 離陸 屋←砂 北 ＺＺ 456 赤 嘉手納基地 第１８航空団第６７戦闘飛行隊 0135

026 2015年4月XX日 8:14 火 機種不明 不明 不明 通過 屋←砂 南 目視不可 目視不可 不明 不明 0138

027 2015年4月XX日 8:17 火 常駐 軽飛行機 セスナ機 ＴＧ 屋←砂 南 ＺＺ N1234 嘉手納基地 － 0140

028 2015年4月XX日 8:20 火 常駐 救難ヘリコプター ＨＨ－６０ 離陸 屋→砂 南 ＺＺ 54321 嘉手納基地 第１８航空団第３３救難飛行隊 0142

029 2015年4月XX日 8:23 火 外来 戦闘攻撃機 ＦＡ－１８ 着陸 屋→砂 北 ＤＴ 00 岩国基地 第２４２海兵戦闘攻撃飛行隊 0146

030 2015年4月XX日 8:24 火 外来 戦闘攻撃機 ＦＡ－１８ 着陸 屋→砂 北 ＤＴ 01 岩国基地 第２４２海兵戦闘攻撃飛行隊 0151

031 2015年4月XX日 8:38 火 外来 攻撃機 ＡＶ－８ 着陸 屋→砂 南 ＷＦ 06 ○○基地 第○○○海兵攻撃飛行隊 0153 垂直

032 2015年4月XX日 8:39 火 外来 攻撃機 ＡＶ－８ 着陸 屋→砂 南 ＷＦ 07 ○○基地 第○○○海兵攻撃飛行隊 0156 垂直

033 2015年4月XX日 8:40 火 常駐 制空戦闘機 Ｆ－１５ 離陸 屋→砂 南 ＺＺ 007 青 嘉手納基地 第１８航空団第４４戦闘飛行隊 0158 同時

034 2015年4月XX日 8:40 火 常駐 制空戦闘機 Ｆ－１５ 離陸 屋→砂 南 ＺＺ 033 青 嘉手納基地 第１８航空団第４４戦闘飛行隊 0160 同時

035 2015年4月XX日 8:41 火 常駐 対潜哨戒機 Ｐ－３Ｃ 離陸 屋→砂 北 なし 002 不明 不明 0162

036 2015年4月XX日 8:42 火 常駐 特殊戦機 ＭＣ－１３０Ｐ 離陸 屋→砂 北 なし 12345 嘉手納基地 第３５３特殊戦航空群第１７特殊戦飛行隊 0164

037 2015年4月XX日 8:43 火 常駐 制空戦闘機 Ｆ－１５ 離陸 屋→砂 南 ＺＺ 312 青 嘉手納基地 第１８航空団第４４戦闘飛行隊 0167

038 2015年4月XX日 8:44 火 常駐 軽飛行機 セスナ機 離陸 屋→砂 南 ＺＺ N1235 嘉手納基地 － 0168

039 2015年4月XX日 8:45 火 常駐 軽飛行機 セスナ機 離陸 屋→砂 南 ＺＺ N1236 嘉手納基地 － 0170

040 2015年4月XX日 8:51 火 外来 電子偵察機 ＲＣ－１３５ 離陸 屋→砂 北 ＯＦ 112 黒 ○○空軍基地 第○○航空団第○○偵察飛行隊 0173

041 2015年4月XX日 8:55 火 外来 旅客機 旅客機 着陸 屋←砂 南 － N31245 － － 0176

042 2015年4月XX日 8:58 火 常駐 空中給油機 ＫＣ－１３５ 着陸 屋←砂 北 ＺＺ 223 嘉手納基地 第１８航空団第９０９空中給油飛行隊 0178

043 2015年4月XX日 8:59 火 常駐 特殊戦機 ＭＣ－１３０Ｐ 離陸 屋←砂 北 なし 12346 嘉手納基地 第３５３特殊戦航空群第１７特殊戦飛行隊 0180

･･･

･･･

･･･

注：１　必要に応じて項目を追加することができる。

注：２　種別は、航空機の主な用途ごとに分類すること。（例：(戦)闘機、(輸)送機等）

注：３　祝日（日本）欄には、当該日付が日本の祝日である場合に、「○」を記入する。

注：４　祝日（米国）欄には、当該日付が米国の祝日である場合に、「○」を記入する。この場合、米国の祝日はナショナルホリデーとする。

嘉手納飛行場航空機目視調査離着陸等状況表（平成２７年４月）



別紙様式５－２

日付 時刻 曜日 祝日（日本） 祝日（米国） 運用種別等 機種 滑走路等の場所等 その他

・・・

・・・

・・・

2015年4月XX日 8:15 火 エンジン調整 ＨＨ－６０ 駐機場５ 臭い無

2015年4月XX日 8:４６ 火 エンジン調整 ＲＣ－１３５ 駐機場３ 臭い無

・・・

・・・

・・・

注：２　祝日（日本）欄には、当該日付が日本の祝日である場合に、「○」を記入する。

注：３　祝日（米国）欄には、当該日付が米国の祝日である場合に、「○」を記入する。この場合、米国の祝日

注：３　はナショナルホリデーとする。

嘉手納飛行場航空機目視調査離着陸等状況表（平成２７年４月）

注：１　必要に応じて項目を追加することができる。



別紙様式６

２０１５年(平成２７年) ４月XX日

２　各写真は、航空機の機種が判別可能な写真とする。
３　各写真の４隅のいずれかに撮影日時を表示する。

機種名 Ｐ－３Ｃ

時　　間 ８：０３

Ｆ－１５

テイルコード ＺＺ

所　　属 嘉手納基地

常駐/外来 常駐

行　　動

嘉手納飛行場航空機目視調査写真集

注： １　写真は、日付順及び時刻順に貼付する。

時　　間 ８：０２

機種名 Ｆ－１５

テイルコード ＬＮ

所　　属 嘉手納基地

常駐/外来 常駐

行　　動 離陸

旋回

写真貼付

写真貼付

写真貼付 テイルコード ＺＺ

所　　属 嘉手納基地

常駐/外来 常駐

行　　動 着陸

時　　間 ８：０６

機種名


	H28仕様書（目視調査）.pdfから挿入したしおり
	P3①270115 仕様書（目視調査）.pdf
	H28仕様書（目視調査）.pdf
	(本省修正反映)①270115 仕様書（目視調査）.pdf
	結合したファイル.pdf
	①270115 仕様書（目視調査）.pdf
	仕様書（目視調査）.pdf
	(本省修正反映)①270115 仕様書（目視調査）.pdf
	270303 仕様書（目視調査）.pdf
	新しいしおり






